








肉眼的血尿ならびに浮腫で小児期に発症し成人にキャリーオーバーしたのちに腎不全に陥

った 2症例について特に間質病変の半定量的評価を試みた。半定量的評価の確立している

ループス腎炎の 10 項目評価のうち特に第 9、10 項を用いた。スコアが動きはじめるのは

血清クレアチニン値が 2.0mg/dl に近づいた時で、病早期の初回腎生検による予後判定に

は不向きであると判断した。


